
第２期学校施設整備年次計画 ～ 学校教育環境の整備・充実に向けて ～                                        令和５年３月策定 
   

▼ 計画の趣旨・位置づけ                                                                 

 

 

 

 
▼計画期間 ５年  
▼整備方針  

・策定後も社会状況の変化等により、見直しの必要性が生じた場合は、その都度見直しを行います。また、毎年度の予算編成等を通じて事業実施を決定していきます。 

・令和 10 年度以降分については、当該年次計画の見直しを行います。 

・整備の優先順位…トイレの洋式化、非構造部材の耐震化、特別教室エアコンの設置の順位を基本に、長寿命化の観点も踏まえ整備を行います。社会情勢の変化、学校のあり方などの状況の 

変化があった場合は見直します。 

▼ 現状及び整備方針等 

整備 
現  状 

（平成 29 年度末→令和３年度末数値） 
個別の整備方針 

第２期整備年次計画の目標 

（R5 から対応） 

長寿命化対策 

 

〇老朽化の状況〔R４末〕 

・75 棟（床面積 3.3 万㎡） のうち、築年数 30 年以上 

→50 棟（2.5 万㎡） 74.9％ 

・築年数 20 年以上 

→56 棟（2.6 万㎡） 79.8％ 

※ほとんどの施設が中規模改修以上の整備が必要 

・築 20 年目頃に中規模改修、築 40 年目頃に大規模改修、さらに築 60 年

目頃に中規模改修を実施し、学校施設の使用年数を 80 年に設定 

・トータルコストの縮減を図るため、長寿命化改修と他の施設改修を一体的

に行うことを検討 

・利用頻度が高く（児童等の人数が多い）、老朽化が進んでいる施設（築年

数と目視）を優先 

・R6 から校舎の外壁、屋根、内装等の長寿命化 

 

耐震化 

〇構造体の耐震化率 100％ 

・平成 29 年度の宮津小学校校舎改築完了をもって達成 

〇非構造部材の耐震化率 

・平成 29 年度 47.1％（16 箇所/34 箇所） 

・令 和 ４年 度 47.1％（16 箇所/34 箇所） 

改修箇所：体育館の吊り天井、照明・窓等建具 

給水設備（受水槽、高架水槽） 

・安全で安心な環境整備として、全て耐震化 

  

・R9 から体育館吊り天井、給水設備等の耐震化 

  

トイレ 

洋式化 

〇全体整備率 

・平成 29 年度 全体 29.7％（教職員用含む） 

〔 98 基/330 基〕（子ども用 31.0％ 教職員用 19.4％） 

・令和４年度 全体 48.7％（教職員用含む） 

〔151 基/310 基〕（子ども用 52.2％ 教職員用 25.0％） 

〔32 基/32 基〕 公立幼稚園    100％整備 

 〔67 基/67 基〕 宮津小学校    100％整備 

〔52 基/211 基〕その他小中学校 24.6％整備 

・和式利用に慣れていない児童、生徒が大半の中で、全て洋式化 

・床面はバリアフリー化・衛生面の向上を図るため、乾式化 

 

・すべての児童生徒用トイレの整備 

 

エ ア コ ン 

設置 

〇エアコンの整備率  

・平成 29 年度 全体整備率 40.8％（職員室等含む） 

（普通教室 13.9％ 特別教室 30.1％） 

・令和４年度 全体整備率 75.9％（職員室等含む） 

（普通教室 100％ 特別教室 50.5％） 

・夏期の健康保持、学力向上のため、学習に専念できる環境整備として、

全ての教室にエアコンを設置 

 

・R9 から特別教室のエアコンを設置 

    

・宮津市教育大綱・教育振興基本計画（Ｒ３～７）、第２期宮津市子ども・子育て支援事業計画（Ｒ２～６）等に基づき、設備投資等の学校施設整備を進めるための年次計画として定めるものです。 

・宮津市学校施設長寿命化計画（R5.3 策定）に定める長寿命化の実施計画として位置付けます。 

・国交付金等の財源を年次的に確保するための計画として位置付けます。 

① 


